




 
研究要旨 

発展途上都市における都市化と幼児肥満の発生の研究から、わが国の生活習慣病対策とし

て見直されるべき戦略を、北京市幼稚園をモデルとして検証し、その成果を平成 1 0 年度に

おける本研究班にて報告した。これを踏まえて今回幼児期における問題点が同地区におけ

る学童についてどのように展開してゆくのか調査した。その結果、都市化と動物性脂肪の

摂取頻度の増加と家庭におけるビデオ・テレビゲームの普及によって遊びの内容が変化し、

肥満形成に関与し始めていると考えれれた。この観察はすでに幼児期からの縦断的な生活

習慣病・肥満対策として見直されるべき重要な点であることを確認した。 


